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根の国に響く大地の脈動 ─古代出雲フィールドワーク紀行




2008年出雲大社・平成の大遷宮、仮殿遷座祭（かりでんせんざさい）に参加







二十歳の頃、世界の「辺（ほとり）」や山岳・秘境に魅せられ、五感のすべてを拓いてフィールドワークを行うことが私の生の作法となった。

これまで地球の極地や辺境、あるいは国内の里山や歴史遺構などを歩き、その土地が持つ普遍的な価値と人々の営みをリサーチしてきたが、ここ「出雲の国」へのアプローチは、いつも一味違った身体感覚を私に突きつけてくる。

出雲を歩くということは、記紀神話の表面をなぞることではない。それは、足裏から伝わる大地の湿り気や、山陰の微風が運ぶ潮の香りに、古代人が五感で捉えた「気」の往来を共鳴させるプロセスなのである。

出雲平野の西端、稲佐の浜に立つ。遮るもののない日本海からの風が、容赦なく私の身体を突き抜けていく。

かつて国譲りの神話が紡がれたこの砂浜は、大陸からの文化や人々を受け入れる壮大な「ゲートウェイ」であったはずだ。

目を閉じると、寄せては返す波の音の向こうに、かつて海を渡ってきた遊動者たちの息遣いが重なる。波打ち際から少し内陸へと足を進めると、不意に風の質が変わり、里山の静謐な空気に包まれる。

この「動」から「静」への劇的な変化こそが、出雲という土地が内包する癒やしの構造、すなわちトラベルセラピー的な空間の妙なのである。

さらに探査の足を東へと進め、荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡の佇む谷あいへと分け入る。驚くほど狭隘で、どこにでもあるような日本の原風景、その斜面から、かつて大量の銅剣や銅鐸が整然と出土した。

その現場に佇み、地球の皮膚とも言える土壌をじっと見つめる。考古学的なファクト（事実）を前にして私の脳裏に浮かぶのは、精緻な年表ではなく、当時の人々の張り詰めた「心の震え」である。

なぜ彼らは、これほどの財をこの静かな谷に埋納せねばならなかったのか。古代出雲族が抱えていたであろう、目に見えない大いなる存在への畏怖と祈り。それは、現代の私たちが合理性の影に置き忘れてきた、人間本来の豊かさそのものではないか。

出雲のフィールドワークの奥深さは、文字に書かれた歴史（文献史学）と、物質として残された歴史（考古学）、そしてその場に息づく「自然のトポス（場所）」が、三位一体となって私に語りかけてくる点にある。

国引き神話が語る島根半島の稜線を眺め、大国主命が隠退した根の国へと続くような深い森を歩く。鍼灸師として人間の身体の「ツボ」を探るように、私は出雲という大地の「大地のツボ（活構造）」へとアプローチしていく。

すると、冷徹なリサーチレポートの行間から、不思議と温かな、生きるための養生のエッセンスが立ち上ってくるのを感じるのだ。

出雲大社の巨大な社殿を仰ぎ見るとき、その垂直の構造は天への憧憬を示す。しかし、真の出雲の魅力は、その足元にある水平の広がり、すなわち里地・里山に生きる人々の無名の暮らしの痕跡にこそ眠っている。

神々の国というきらびやかな衣の下には、厳酷な自然と対峙しながら、鉄を叩き、田を耕し、海の彼方を見つめ続けた生身の人間たちの営みがある。

黄昏時、出雲の空が深い群青に染まる頃、私のフィールドワークは一時の終わりを迎える。歩き疲れた身体は心地よい疲弊に満ちているが、不思議と内面からは瑞々しいエネルギーが湧き上がってくる。

古代出雲を歩くこと。それは、時空を超えた地球触診の旅であり、私たちが未来へと漂泊していくための、大いなる智慧を授かる養生の旅に他ならないのである。





闇のなかの光芒―梅原猛が抉り出した出雲という深淵











梅原猛という思想家は、常に日本文化の深層に眠る「敗者の美学」と「抑圧された怨念」を掘り起こし続けた巨匠であった。

その彼が、生涯を通じて挑み続けた最大の謎の一つが、他ならぬ「出雲国」である。

出雲。その地名を口にするだけで、私たちの胸には、どこか昏い、しかし烈しい神話の情景が浮かび上がる。

梅原氏は、記紀神話の行間に隠された、勝者（ヤマト王権）によって周到に改竄された「真実」を剥ぎ取ろうとした。

彼が描く出雲の奥深さとは、単なる地方遺品の哀愁ではない。それは、日本という国家の背骨を形作る、巨大な「精神の古層」そのものである。

私の眼から見れば、梅原氏の出雲論は、一種の「魂の考古学」であり、同時に激しい「言葉の格闘」である。

梅原氏は、出雲を「国譲り」という美名のもとに歴史の闇へ葬り去られた、強大で、極めて高い精神性を持った独自の王国として蘇らせた。

大国主神が象徴する出雲の神々は、ヤマトの軍事力に屈したのではない。大いなる和解と、目に見えぬ「霊的世界」の支配権と引き換えに、自ら地中へと退隠したのだ。

ここに梅原氏は、日本人の精神構造における「生と死」「顕と冥」の二重構造を見出す。さらに梅原氏が着目したのは、出雲が内包する「縄文の地響き」である。

弥生的な、あるいは農耕的な階層社会としてのヤマトに対し、出雲は森と海、そして鉄の技術を操る、縄文的アニミズムの純粋な生命力を残していた。

彼が読み解く出雲の奥深さは、自然を征服するのではなく、自然の強大な霊力と一体化しようとする、かつての日本人が持っていた凄まじい「生のエネルギー」の残照なのだ。

出雲大社の巨大な柱が地中から発掘されたとき、梅原氏の仮説は現実のものとなった。天にそびえるあの巨大な神殿は、単なる崇拝の対象ではない。

それは、圧殺された出雲の怨霊を鎮めるための、ヤマト側の「畏怖の巨大な檻」であったという梅原氏の喝破は、まさに文芸批評的な鋭さと共振する。

文学が、言葉の背後にある人間の業や沈黙をあぶり出すように、梅原氏は出雲の沈黙から、日本の歴史が隠蔽した最大のドラマを救い出したのである。

出雲国の奥深さとは、私たちが日々忘却している「もう一つの日本」の深淵に他ならない。

梅原猛が文字に定着させたその深淵は、今もなお、私たち現代人の乾いた精神の底を、冷たく、しかし激しく揺さぶり続けている。














大地の咆哮と静謐なる譲与―国引き神話が内包する『二つの時間』

島根半島の海岸線に立つとき、私たちは単なる風景ではなく、太古の神々が交わした巨大な呼吸そのものと対峙することになる。

出雲という土地が宿す底知れぬ奥深さは、文字に記録された歴史の厚み以上に、そこから立ち上る神話の「対比の構造」にこそ鮮烈に現れている。

まず私たちの目を奪うのは、『出雲国風土記』の冒頭を飾る「国引き神話」の圧倒的な躍動感だ。

八束水臣津野命（やつかみずおみつののみこと）は、「出雲の国は狭い布のようだ」と嘆き、海の向こうの国々から余った土地を綱で引き寄せ、大地を繋ぎ合わせて島根半島を形作った。

ここにあるのは、人間の原初的な生命力がそのまま神格化したかのような、能動的で、どこまでもプラスのエネルギーに満ちた大地の創造劇である。

神の咆哮、綱のきしむ音、そして大地がぶつかり合う轟音。それは、自らの意志で自らの境界を押し広げていく、若々しく自立した「王権の夜明け」の記憶にほかならない。

しかし、この地平を震わせるダイナミズムは、『古事記』や『日本書紀』が語る「国譲り神話」に至ると、一転して重層的な悲劇のトーンを帯びる。

天照大御神の使者が高天原から降り立ち、大国主神（おおくにぬしのかみ）にこの国を差し出すよう迫る。

国引きによって拡張され、大国主の情熱によって豊かに耕された「葦原中国」が、中央の論理によって回収されていくプロセスである。

ここでの大国主の決断は、決して単なる敗北や屈服ではない。彼は「目に見える現実の世界（顕事）」を譲る代わりに、「目に見えない精神の世界（神事）」を統べるという条件を受け入れ、杵築の大社（出雲大社）の奥深くへと隠退していった。

この「国引き」の能動性と「国譲り」の受動性、すなわち「大地の獲得」と「主権の譲渡」という一見矛盾する二つのベクトルが、同じ出雲という磁場に共存している事実こそが、この国の精神文化を尋常ならざるものにしている。

国引きが「空間の拡張」を現す陽の神話であるならば、国譲りは「内面への沈潜」を現す陰の神話だ。

出雲は、中央（大和）に政治的な主導権を譲り渡しながらも、自らの内なる精神の領土だけは一歩も譲らなかった。

いや、むしろ現実の権力を手放すことで、時空を超越した不滅の聖域を、歴史の底流に打ち立てたのである。

激しい咆哮のあとに訪れる、深く静かな沈黙。出雲の奥深さとは、この相反する二つの時間を、今なおその風土の中に息づかせている包容力にある。

私たちは稲佐の浜に寄せる波の音を聴きながら、かつて国を引き寄せた神の力強い足音と、静かに幽世（かくりよ）へと退いた神の優しい眼差しを、同時に感じ取らざるを得ない。

出雲はただ滅び去った過去の遺物ではない。目に見える権力だけが歴史ではないという冷厳な事実を、１３００年の時を超えて私たちに突きつけ続ける、巨大な精神の記念碑なのである。





国引き神話における、杭の一つ（伯耆大山）








国引き神話における、2つ目の杭（三瓶山）









神話の社と縄文の巨木




三瓶小豆原埋没林






島根県出雲市に鎮座する出雲大社（いづもおおやしろ）は、日本最古の歴史書『古事記』や『日本書紀』の神代の時代からその存在が記されている。

主祭神である大国主大神（おおくにぬしのおおかみ）が、天照大御神に国を譲る条件として「天の御柱のように高く壮大な宮殿」を求めたことが、この社の始まりと伝わる。

平安時代の文献には、当時の本殿の高さが現在の約２倍にあたる十六丈（約４８メートル）におよぶ超高層建築であったことが記録されており、長年それは「神話上の誇張」ではないかと疑問視されていた。

しかし、２０００年の境内発掘調査によってその常識は覆る。直径約１．４メートルの杉の巨木を３本束ね、一つの巨大な柱（宇豆柱）とした遺構が出土したのである。

この驚異的な「三本合一の柱」の発見により、神話とされてきた高層神殿の存在は一気に現実味を帯びた。

この巨大な柱のルーツ、そして古代の出雲を支えた豊かな大自然の記憶を今に伝える場所が、島根県大田市にある「三瓶小豆原（さんべあずきはら）埋没林」である。

約４０００年前の縄文時代、三瓶山の噴火によって発生した火山砕屑物や泥流が麓の森を丸ごと飲み込んだ。

奇跡的に腐食を免れ、直立したまま地中に保存された縄文の巨木たちは、まさに大自然が遺したタイムカプセルである。

この縄文の森に息づいていたのは、出雲大社の宇豆柱を彷彿とさせるような、直径１メートルから２メートルを超える巨大な杉の木々であった。

古代の出雲びとたちが、この圧倒的な自然の生命力に神聖な気配を感じ取り、神殿の柱として見立てたことは想像に難くない。

大いなる山々が育んだ巨木は、自然信仰から神道へと昇華していく精神世界の中で、神と人間を結ぶ文字通りの「天の御柱」となった。

出雲大社が内包する悠久の歴史は、ただの文献上の物語にとどまらない。三瓶山麓の縄文の森から湧き出た大自然の息吹が、太古の建築技術を支え、現代へと続く信仰の形を形作った。

出雲の地に立つと、地中深く眠っていた巨木の記憶と、天空へそびえ立つ神殿の記憶が重なり合い、私たちが自然と共に歩んできた数千年の歳月が肌を通して伝わってくる。




古代の出雲大社（復元形）









稲佐の浜から広がる、国譲り神話の残響




稲佐の浜






日本の神話において、出雲の地に佇む「稲佐の浜」ほど、壮大な歴史の転換点を感じさせる場所はない。島根県出雲市に位置するこの海岸は、現在の出雲大社から西へわずか１キロメートルほどの場所にあり、一見すると穏やかな砂浜である。

しかし『古事記』や『日本書紀』が伝える「国譲り神話」において、ここは天上の神々（天津神）と地上の神々（国津神）が世界の主権を巡って対峙した、緊迫の交渉舞台であった。

高天原の主宰者である天照大御神から遣わされた武神・建御雷神（タケミカヅチ）は、稲佐の浜に降り立ち、十握剣（とつかのつるぎ）を波間に逆さに突き立てた。

その剣の刃の上に胡坐をかき、出雲の統治者である大国主神（オオクニヌシ）に対して「この国を天つ神に捧げるか否か」と迫ったのである。

この圧倒的な威圧感の中で行われた対話こそが、国譲りという大いなる和解、あるいは服従の始まりであった。

大国主神自身は直接の判断を避け、自らの二人の息子に決断を委ねる。ここから、稲佐の浜を起点とした神々のドラマが各地へと派生していく。

最初に意見を求められたのが、長男の事代主神（コトシロヌシ）である。彼は当時、出雲の東端に位置する「美保関（みほのせき）」で釣りをしていた。

美保関は現在の島根半島東端にあたり、古くから海上交通の要衝として栄えた地である。父からの使者を通じて降伏の意志を問われた事代主神は、天つ神の威光に従うことを承諾し、自らが乗っていた船をっくり返して青柴垣（あおふしがき）に変え、その中に隠れてしまった。

この隠退の地が現在の美保神社であり、事代主神は後に「えびす様」として、漁業や商売繁盛の神として深く信仰されるようになる。

稲佐の浜での決定は、美保関という海の聖地を介して、平和的な主権移譲の形をとって成就した。しかし、物語は平穏な幕引きだけでは終わらない。

次男である建御名方神（タケミナカタ）は、父や兄の弱腰に激怒し、巨大な岩を差し上げて稲佐の浜へと現れた。

彼は建御雷神に力比べを挑むが、その神威の前に圧倒され、文字通り完敗を喫する。逃亡を余儀なくされた建御名方神は、出雲を離れて東へと走り、ついに信濃国の「諏訪湖」の地まで追い詰められた。

信州へと逃げ延びた建御名方神は、「この地から一歩も出ない」と誓うことで一命を救われ、その地に留まることとなった。

これが現在の諏訪大社の起源であり、彼は信濃の開拓神、そして強大な武神として諏訪の地に君臨することになる。

稲佐の浜での武力衝突の敗北者が、遠く離れた信州の地で最高峰の聖祠の主神へと昇華した事実は、国譲り神話が単なる一地方の伝承にとどまらず、古代日本における権力構造の再編と移動を象徴している。

一方、息子たちの去就を見届けた大国主神は、目に見える現実世界（顕世）の統治権を天つ神に譲る代わりに、目に見えない精神世界や神事（幽世）を司ることとなった。その引き換えとして築かれたのが、天空にそびえる壮大な宮殿、すなわち出雲大社である。

稲佐の浜という一本の海岸線から始まった国譲りは、美保関での「恭順と隠退」、そして信州諏訪での「抵抗と開拓」という、実に対照的な二つの神話的足跡を生み出した。

現在でも、旧暦十月の神在（かみあり）月には、日本中の神々がこの稲佐の浜から出雲へと上陸すると伝えられている。

穏やかな波が寄せるその砂浜は、今なお日本の始まりを告げた神々の息吹と、そこから全国へと広がっていった壮大なネットワークの記憶を静かに宿し続けている。




諏訪大社上社本宮








美保神社









幽邃なる太陽の双翼―日御碕神社が紡ぐ調和の神話




朱色の回廊







島根半島の西端に位置する日御碕（ひのみさき）神社は、朱塗りの社殿が断崖の波間に映える、竜宮城を思わせる霊地である。

出雲大社が目に見えぬ神事を司る地であるならば、日御碕神社は出雲における太陽の終着点を守護する要衝であり、『出雲国風土記』にも「美佐伎社」として登場する。 

この神社の特異性は、東の伊勢神宮との対比にある。天平７（７３５）年の勅命には、伊勢神宮が「日の本の昼」を守り、日御碕神社（日沈宮）が「日の本の夜を護らん」と記されており、東の昇る太陽と西の沈む太陽が国土の霊的均衡を保つ壮大な二大巨頭として位置づけられていた。 

境内は上下二社からなり、下の宮「日沉宮」の祭神は天照大御神である。

沖合の経島に降臨した神託から西の海（日の沈む方向）を向いて祀られており、右手の上の宮「神の宮」には弟神である素盞嗚尊が祀られている。

スサノオが柏の葉を投げて占った隠ヶ丘の由緒を持つ。光の象徴である姉神が西へ沈み、根の国と結びつく弟神が上の宮に鎮座するこの構造は、昼から夜への移行と再生を司る深い調和の神話を示している。

夕日への畏怖と祈りの連なりは、今なおこの地に息づいている。







圧倒されるしめ縄








海へと面する鳥居


















出雲の地に息づくスサノオの記憶 ―神話と歴史を歩く



日本の神話において、スサノオほど多面的な魅力を持つ神はいない。高天原を追放された暴風神でありながら、出雲の地に降り立つと一転してヤマタノオロチを退治する英雄となり、大気や大地を平定する文化神としての顔を見せる。

この神の足跡と記憶は、今も島根県の出雲地方に点在する古社群に色濃く留められている。それらの神社群の由緒を紐解くことは、古代出雲の歴史と、人々がこの荒ぶる守護神に寄せた畏敬の念をたどる旅にほかならない。

スサノオが出雲の地で最初に築いた聖地とされるのが、松江市に鎮座する八重垣神社である。ヤマタノオロチ退治の際、スサノオは美しき稲田姫（クシナダヒメ）を佐草の森の大杉の周囲に「八重垣」を巡らせて隠し、見事に大蛇を討ち果たした。

落成の喜びのなかに詠まれた「八雲立つ 出雲八重垣 妻込めに 八重垣造る その八重垣を」という和歌は、日本最古の三十一文字として知られ、「出雲」という地名の語源にもなった。

この地は、スサノオが英雄としての偉業を成し遂げ、最愛の妻と新たな家庭を築いた「国作りの起点」としての由緒を持つ。

境内にある「鏡の池」は、稲田姫が避難中に鏡代わりに姿を映し、喉を潤したと伝わる湧水であり、現代にいたるまで良縁を求める人々の信仰を集め続けている。

八重垣で婚姻を結んだスサノオが、さらに永住の地を求めて旅を続け、「吾が御心は清々し」と告げて宮を建てたのが、雲南市にある須我神社である。

この地は「日本初之宮（にほんはつのみや）」と称され、和歌に詠まれた大いなる八重垣の宮そのものであるとされる。

背後にそびえる大森山には、スサノオ、稲田姫、そして御子神の清之湯麻呂神を祀る巨石「夫婦岩」が鎮座しており、古代の巨石信仰（磐座信仰）の形態を今に伝えている。

記紀神話の文字が定まる遥か以前から、この山塊そのものが神の依り代として崇められていた歴史の深さを物語る。一方で、スサノオの終焉の地であり、その魂が鎮まる場所として名高いのが、出雲市佐田町に位置する須佐神社である。

『出雲国風土記』には、スサノオが諸国を巡ったのち、この地に至って「この国は良い国だから、自分の名は岩木ではなく土地につけよう」と言って「須佐」と命名し、自らの物実（魂）を留めたと記されている。

全国に数多く存在するスサノオを祀る神社のなかでも、ここは唯一、神の霊墓としての性格を持つ。

本殿の背後にそびえる樹齢千三百年を超える「大杉さん」は、その根が遠く日本海まで続いているという伝承を持ち、大地に深く根ざしたスサノオの力強さを象徴している。

山あいの静謐な空気に包まれたこの地は、現世の英雄が黄泉の国を統べる主宰神へと昇華していく精神世界を象徴しているかのようである。

これらの神社群が語る歴史は、単なるおとぎ話ではない。古代出雲は、優れた鉄の精錬技術（たたら製鉄）と、日本海を行き交う海上交易によって栄えた一大勢力であった。

ヤマタノオロチ退治の伝説は、氾濫を繰り返す斐伊川の治水事業や、鉄の利権をめぐる部族間の抗争と和解の象徴であるという説が有力である。

スサノオという神は、出雲の過酷な自然を象徴する暴風雨の化身でありながら、それを克服して産業を興し、国を豊かにした実在の先祖たちの記憶が幾重にも積み重なって誕生した存在なのだろう。

数千年の時を経た今も、八重垣の清らかな湧水、須我の巨石、須佐の巨木、そして日御碕の海風のなかに、スサノオの息遣いは確かに感じられる。

出雲の古社を巡ることは、神話の文字の奥に隠された、古代の人々の自然への畏怖と、たくましい開拓の歴史に触れることにほかならないのである。




須佐神社のご神木








改装中の須佐神社（2026年８月）











八重垣神社（鏡の池）








須我神社








須賀神社の奥にある夫婦岩









神話と鉄の流れる川――スサノオのオロチ退治が語る奥出雲の記憶



日本の神話において、出雲の地を舞台にした「ヤマタノオロチ退治」ほど、人々の想像力を掻き立てる物語はない。

高天原を追放されたスサノオノミコトが、斐伊川の川上から流れてきた箸を頼りに上流へと向かい、八つの頭を持つ巨大な怪物オロチを退治する。

この極めて劇的な英雄譚は、単なるおとぎ話ではない。実は、古代の島根県奥出雲地方において繰り広げられた「斐伊川の治水」と「たたら製鉄」という、生々しい人間の営みと大自然の闘いを象徴的に描き出した記憶の記録なのである。

まず、ヤマタノオロチという怪物の正体について考えてみたい。古事記や日本書紀において、オロチの身体は「目は赤ほおずきのようで、背中には苔や杉・檜が生え、谷を八つ、峰を八つ渡るほど巨大で、腹は常に血で爛れている」と描写される。

この異様な姿は、奥出雲の峻険な山々と、そこを荒れ狂いながら流れる「斐伊川」そのものの比喩であると解釈できる。

特に、腹が血で爛れているという描写は、斐伊川の濁流が赤茶色に染まっていたことを示唆している。なぜ川が赤く染まるのか。その答えが、奥出雲に伝わる伝統的な鉄づくり「たたら製鉄」である。

奥出雲地方は、良質な砂鉄の宝庫であった。古代から近世にかけて、この地では「鉄穴流し（かんなながし）」と呼ばれる大規模な砂鉄採取が行われた。

これは山を切り崩し、水の勢いを利用して土砂から砂鉄を分離する泥臭い工法である。この鉄穴流しによって大量の赤茶けた泥水が斐伊川へと流れ込み、下流に堆積した。その結果、斐伊川の川床は周囲の平地よりも高くなり、少しの大雨でたちまち大氾濫を起こす「天井川」と化してしまった。

激しい豪雨のたびに、山々を削りながら赤黒い濁流となって人々の田畑や命を呑み込む斐伊川の姿こそ、まさに八つの谷を這い回るヤマタノオロチの正体であったのだ。

この自然の脅威に対し、知恵と技術をもって挑んだ象徴がスサノオである。スサノオは力任せにオロチと戦ったわけではない。強い酒を八つの樽に用意してオロチを酔わせ、眠り込んだところを十拳剣（とつかのつるぎ）で切り刻んだ。

この「酒で酔わせる」というプロセスは、荒れ狂う川の流れを一時的に堰き止めたり、分流させたりして水勢をコントロールする「治水工事」の技術を暗に物語っている。

さらに決定的なのは、退治したオロチの尾から、目も眩むほどに美しい「草薙剣（天叢雲剣）」が現れたという結末である。

怪物（＝斐伊川の自然災害）を征服した結果、その中から最高品質の鉄剣が手に入ったという展開は、治水に成功したことで、奥出雲の豊かな砂鉄資源から優れた鉄を安定して生み出せるようになった歴史的コンテキストを完璧に表現している。

たたら製鉄の炉から流れ出す真っ赤な溶融鉄の輝きは、まさにオロチの胎内から引き抜かれた神剣の輝きそのものであったろう。

このように、スサノオのオロチ退治は、奥出雲の大自然がもたらす凶暴な水害（斐伊川）と、それを引き起こす一因でありながらも莫大な富を生み出す源泉（たたら製鉄）、そして知恵を結集してそれらを制御しようとした人間たちの治水の歴史が、幾重にも織り重なって結晶化した神話なのである。

神話の霧を一枚めくれば、そこには古代出雲の民が流した汗と、炉を赤々と照らす炎の記憶が、今も鮮やかに息づいている。




たたらの炉から噴き出る炎（オロチの顔のよう）
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河邊神社









神話の影に隠された青銅器王国ー
　　荒神谷・加茂岩倉、妻木晩田が語る出雲の真実




荒神谷遺跡







日本の古代史において、出雲国（現在の島根県東部）は常に特異な輝きを放ち、独自の神秘性をまとってきた。

『古事記』や『日本書紀』に描かれる「国譲り神話」は、大国主神が天照大神の使者に地上界を譲り渡す物語であるが、かつてそれは多分に象徴的、あるいは文学的な虚構として捉えられる傾向が強かった。

しかし、２０世紀後半から相次いで発見された膨大な考古学的遺構は、文献神話の背後に、ヤマト王権に匹敵、あるいはそれを凌駕する「出雲大王」とでも呼ぶべき巨大な政治・宗教勢力が実在したことを証明し、古代史の常識を覆したのである。

その先鞭をつけたのが、１９８４年に出土した島根県出雲市の荒神谷遺跡である。この狭い谷間から、実に見事な状態で整然と並べられた３５８本もの銅剣が発見された。

当時、日本全国でそれまでに発見されていた銅剣の総数を一挙に上回るこの大発見は、考古学界を震撼させた。

さらに翌年には、そこからわずか数メートル離れた場所から銅鐸６個と銅矛１６本も出土している。

それまで青銅器の分布から「銅剣・銅矛の筑紫（九州）」、「銅鐸の畿内」という二大文化圏の構図が定説とされていたが、荒神谷はその境界を打ち破り、出雲が双方の青銅器を大量に受容・保有していた一大拠点であることを示した。

この衝撃が冷めやらぬ１９９６年、隣接する雲南市でさらなる奇跡が起きる。加茂岩倉遺跡から、一ヶ所の出土数としては国内最多となる３９個の銅鐸が発見されたのである。

荒神谷の銅剣と加茂岩倉の銅鐸。これらおびただしい数の青銅器は、集落から離れた丘陵斜面の地中に隠されるように埋設されていた。

ここから導き出される歴史的意義は、これらが単なる個人の所有物ではなく、出雲共同体全体が共有する強大な祭祀のネットワークが存在したという事実である。

青銅器は神々との交信や五穀豊穣を祈る最高峰の祭具であり、それをこれほど大量に組織・管理できた背景には、高度な統率力を持つ政治権力があったことは疑いようがない。

一方で、これら出雲盆地の青銅器文化とは異なる、もう一つの巨大な輝きを放つのが、鳥取県米子市・大山町にまたがる妻木晩田（むきばんだ）遺跡である。

弥生時代中頃から古墳時代初頭にかけて営まれた、国内最大級の面積を誇るこの巨大な弥生集落は、いわば神話以前の出雲国の実相を、生活や権力の側面から今に伝える遺構である。

日本海を一望する丘陵に築かれたこの「国」は、独自の墳墓形態である四隅突出型墳丘墓を発展させ、鉄器や土器の生産、さらには大陸や朝鮮半島との活発な交易を行っていた。

これは出雲盆地の勢力とも深く結びつき、独自の「倭国東部海域の王国」を形成していたことを物語る。これら三つの遺跡が織りなす歴史的実態は、出雲神話とあまりにも美しく合致する。

国譲り神話の中で、出雲の神々はヤマトに対して武力で抵抗するのではなく、壮大な「天日隅宮（出雲大社）」の建立を条件に、目に見える世界（政治・軍事）の統治権を譲り、自らは目に見えない世界（祭祀・霊界）を司る存在となったとされる。

荒神谷や加茂岩倉において、ある時期を境に大量の青銅器が一斉に地中に埋設され、歴史の表舞台から姿を消した現象は、まさにこの「祭祀への退隠」という神話のプロットと重なる。

ヤマトの台頭によって政治的優位性を失った、あるいは妥協を選択した出雲の民が、自らのアイデンティティであった祭具を土に還し、精神世界へと潜った象徴的な儀礼こそが、あの埋納劇だったのではないか。

また、妻木晩田遺跡が示す強大な経済力と壮麗な墳墓群は、ヤマトがけっして無視できず、神話という形でその威厳を後世に語り継がざるを得なかった「畏るべき出雲」の豊かさそのものを証明している。

出雲の遺跡群は、単なる古代のゴミ捨て場でも、偶然の遺物の集積でもない。それは、文字を持たぬ弥生人が、青銅の輝きと巨大な土の建築によって大地に刻みつけた「もう一つの日本誕生の物語」である。

神話が歴史になり、歴史が神話を補完する。そのダイナミズムを、私たちはこれらの遺構から今も鮮烈に感じ取ることができる。







妻木晩田遺跡








加茂岩倉遺跡









時空を飛ぶ展示物ー出雲弥生の森博物館



島根県出雲市の「出雲弥生の森博物館」を訪れると、現代人が忘れてしまった五感の記憶が静かに呼び覚まされる。

ここは単に古い遺物を並べただけの場所ではない。一歩足を踏み入れれば、邪馬台国の時代を生き、この地を統治した「出雲王」たちの息づかいが、鮮やかな朱の副葬品やガラスの勾玉を通じてダイレクトに心へと響いてくる。

館内の白眉は、巨大な「西谷３号墓」の葬儀を再現したジオラマだ。厳かな儀式の熱気が時空を超えて伝わり、心身のリズムが心地よく調律されていくのを感じる。

しかし、真のトラベルセラピーはここからだ。博物館のすぐ隣に広がる「西谷墳墓群史跡公園」の丘へと歩みを進める。

独自の「四隅突出型墳丘墓」が佇む緑の風に吹かれながら、１８００年前の王たちと同じ風景を見つめ、土を踏みしめる。

これこそが、大自然と歴史が融合した究極の「アーシング」であり、日常のノイズをそぎ落とす贅沢な空白時間となる。

ただ知識を得るのではない。出雲の古代が持つ圧倒的なエネルギーを素肌で受け止め、自分自身を深く癒し、再生させるための「地球のツボ」が、この弥生の森には確かに存在している。
















































































因幡の白兎神話と出雲国




白兎海岸








白兎神社







日本の古代神話において、出雲神話は独特の輝きを放っている。その中でも『古事記』に記された「因幡の白兎」は、多くの日本人が幼少期から親しむ高名な寓話である。

しかし、この物語は単なる教訓話にとどまらない。神話の背後には、古代の日本列島における政治的動乱、海上交易や医療技術の伝播といった、きわめて重要な歴史的意義が隠されている。

その舞台となった鳥取市白兎の「白兎海岸」や、白兎を神として祀る「白兎神社」は、神話が内包する歴史的真実を現代に伝える重要なモニュメントである。

まず、白兎海岸の地理的環境に着目したい。神話では、隠岐の島から因幡へ渡ろうとした白兎が、海の鰐（ワニ、あるいはサメ）を騙してその背を渡り、最後に皮を剥ぎ取られたとされる。

このエピソードは、古代における日本海沿岸の海上交通の活発さを象徴している。隠岐と因幡の間には、古くから交易ルートが存在していた。

白兎が「ワニ」という、南方系の響きを持つ存在を媒介にして海を渡ったという描写は、出雲や因幡の地域が、広く東アジアの海上ネットワークに組み込まれていた可能性を示唆している。

白兎海岸の景観は、そうした古代の交易者たちが命がけで行き交った歴史の舞台そのものなのである。

さらに、白兎を救った大国主神の行動は、古代における最先端の「医療技術」の出現を意味している。

八十神たちから「塩水を浴びて風に当たれ」という残酷な誤診を受け、苦しみが悪化した白兎に対し、大国主神は「真水で体を洗い、蒲（がま）の穂を敷き詰めてその上に寝転ぶがよい」と正しい治療法を授けた。

蒲の穂には実際に止血や消炎の薬効があり、これは当時の出雲勢力が極めて高度な薬草学や医術を有していたことの証明にほかならない。古代において、病や怪我を癒やす能力は、強力な政治的権力の源泉であった。

この神話を祀る白兎神社は、こうした医療と救済の象徴として、今なお深い信仰を集めている。神社が鎮座する地は、白兎が体を洗ったとされる「不増不滅の池」など、神話のディテールを留める場所でもある。

白兎神社において兎が神格化されている事実は、神話を通じて語り継がれた大国主神の「仁徳」と「医術」の記憶を聖地として固定化しようとした証拠である。

歴史的な政治構造上の観点から見れば、因幡の白兎は「出雲勢力の東方拡大」を雄弁に物語っている。大国主神が因幡を訪れた目的は、八上比売（やかみひめ）への求婚であった。

荷物持ちに甘んじていた大国主神が白兎の予言通りに八上比売と結ばれたという結末は、出雲の先進的な勢力が、因幡地方の在地勢力を政治的・文化的に包摂し、傘下に収めていったプロセスを表現したものである。

白兎の存在は、出雲と因幡という二つの地域を結ぶ「仲介者」であり、一種の外交交渉の象徴でもあったと考えられる。

結論として、因幡の白兎の神話は、古代日本海域におけるダイナミックな歴史の営みを映し出す鏡である。

白兎海岸の荒波はかつて海を舞台に活躍した交易民たちの息吹を伝え、白兎神社の厳かな佇まいは、高度な医療技術の伝播と出雲勢力の足跡を現代に語り継いでいる。




神社鳥居から白兎海岸への道









佐太神社











佐太神社は出雲国三大社の一つであり、古代の『出雲国風土記』にもその名が刻まれる一ノ宮に並ぶ名社（二ノ宮）として重んじられてきた。

最大の特徴は、毎年十一月に全国の八百万の神々が集まるとされる「神在祭（かみありさい）」が執り行われる点である。

出雲大社に集まった神々は、最終的に佐太神社へ遷り、ここで神議（かみはかり）を終えてそれぞれの国へと旅立つと古くから信仰されている。

この伝承は、出雲地方が日本の精神文化においていかに特別な聖地であったかを雄弁に物語る。また、地域独自の民間信仰の歴史を今に伝えるものとして、参拝時に見られる「潮草（しおくさ）」の風習がある。

これは「ホンダワラ」と呼ばれる海藻の一種であり、参拝者が海での禊（みそぎ）を終えた証として、海水を入れた竹筒とともに神前に供えたり、家屋の穢れを祓うために用いたりしてきたものである。

この海洋資源を用いた清めの文化は、山陰の厳しい自然や海と深く結びついて発展した出雲の原始的な神道信仰のあり方を現代に色濃く残している。

さらに、佐太神社を語る上で欠かせないのが、国の重要無形民俗文化財であり、ユネスコ無形文化遺産にも登録されている「佐陀神能（さだしんのう）」の存在である。

これは江戸時代に出雲地方の神職たちが、それまでの民俗的な神楽に能や狂言の要素を取り入れて集大成した洗練された神事芸能である。

一過性の信仰にとどまらず、潮草に象徴される海への信仰や高度な芸術性を伴う文化を現代まで途絶えさせることなく継承してきたことは、地域コミュニティの結びつきの強さと、日本の伝統芸能の源流を守り抜いたという点において、文化史的にも計り知れない価値を有している。




佐太神社









熊野神社












出雲の地で「大社」と聞いて多くの人が思い浮かべるのは出雲大社だろう。しかし、古代の出雲においてそれと並び立つ、あるいはそれ以上の格式を誇ったもう一つの大社が存在する。

松江市八雲町に鎮座する出雲国一宮、熊野大社である。この社の歴史的意義を紐解く鍵は、出雲神話の英雄である素戔嗚尊（スサノオノミコト）にある。

熊野大社の主祭神である「神祖熊野大神櫛御気野命」はスサノオの別名とされ、古くからこの地はスサノオ信仰の総本山として崇敬を集めてきた。

大国主大神を祀る出雲大社が「国譲り」という政治的・幽界的な象徴であるのに対し、熊野大社は出雲神話の源流とも言えるスサノオの強大な神威を今に伝える精神的拠点なのだ。

さらに決定的な意義は、この社が「日本火出初之社（ひのもとひでぞめのやしろ）」、すなわち火の発祥の地とされている点である。

神話の時代にスサノオが初めて火を生み出したという伝承に基づき、現在でも毎年秋には「鑽火祭（さんかさい）」が執り行われる。

出雲大社の宮司が熊野大社に参向し、神聖な火を起こすための道具を拝戴するこの神事は、出雲大社すらも熊野の神から火（生命の根源）を授からねば祭祀を行えないという古代の秩序を証明している。

出雲大社が華やかな縁結びの表舞台なら、熊野大社は出雲神話の土台を支える寡黙な伏流水だ。スサノオの息吹と原始の火を守り続けるその佇まいは、現代の私たちに古代出雲のもう一つの深い記憶を語りかけている。














猪目（いなめ）の洞窟ー黄泉の境界




洞窟内部から







日本海に面した静かな漁村に、ぽっかりと口を開けた猪目洞窟がある。一見すると穏やかな海岸の景勝地だが、一歩足を踏み入れれば、そこは出雲神話の最も深い闇へと繋がる境界の地だ。

『出雲国風土記』は、この窟を「黄泉の坂、黄泉の穴」と名付け、夢の中でこの周辺に至れば必ず死ぬと伝えている。神話において出雲は、大国主神が治める国であると同時に、生と死が背中合わせに存在する場所でもあった。

伊邪那美命を追って伊邪那岐命が下った黄泉の国。その凄惨で、しかしどこか哀愁を帯びた神話の舞台が、まさにこの薄暗い洞窟の奥に広がっているのだと思わされる。

昭和の調査では、弥生時代から古墳時代にかけての大量の人骨や埋葬品が出土した。古代の人々にとって、ここは単なる伝説の地ではなく、実際に死者をあの世へと送り出すリアルな「境界線」だった。

波の音が不気味なほど響き渡る洞窟内に立つと、古代人が抱いた死への恐怖と、異界への祈りが肌に伝わってくる。

だが、猪目洞窟の本当の魅力は、その闇の先にある「生」の尊さかもしれない。洞窟の闇の向こうには、いつでもどこまでも青い日本海と、眩しい光が広がっている。

死の国への入り口を見つめることは、今生きているこの世界の光をより鮮烈に感じることに他ならない。出雲神話の生と死のダイナミズムを、これほど五感で体感できる場所は他にないだろう。

出雲神話の壮大な世界観と、古代人の死生観が今もリアルに息づく猪目洞窟は、訪れる者に、神話が単なる物語ではないことを静かに物語ってくれているのだ。




洞窟の入り口









揖夜（いや）神社




揖夜神社・境内







歴史と神話が交錯する島根県松江市東出雲町に、古色蒼然とした佇まいを見せる揖夜（いや）神社がある。『出雲国風土記』にもその名が刻まれる古社であり、一歩境内に足を踏み入れると、周囲の喧騒を忘れるほどの厳かな空気が満ちている。

この神社を語る上で欠かせないのが、黄泉の国（死者の世界）との繋がりだ。日本神話において、伊邪那岐命（イザナギ）が亡き妻の伊邪那美命（イザナミ）を追って赴いた黄泉の国。

その入り口とされる「黄泉比良坂（よもつひらすがさき）」が神社のほど近くに実在する。古くからこの地は、現世とあの世の「境界」として恐れられ、同時に深く信仰されてきた。

揖夜神社は、その現世側の守護者として、主祭神にイザナミを祀り、生と死の狭間を静かに見守り続けている。

拝殿の奥に鎮座する本殿は、出雲大社と同じ「大社造」である。しかし、面白いことにその構造は出雲大社とは左右対称、つまり鏡張りのような配置になっている。

神座が通常とは逆を向いている点も、この神社が持つ特異な霊威を物語っているようで興味深い。

現代を生きる私たちにとって、死は忌むべきもの、あるいは遠ざけるものと考えられがちだ。しかし、揖夜神社の苔むした境内を歩いていると、生と死は断絶されたものではなく、地続きの自然な営みなのだと感じさせられる。

神話の息吹を今に伝えるこの聖域は、訪れる者に、目に見えない世界への畏怖と、今を生きることの尊さを静かに問いかけてくる。














生と死の境界ゾーンー黄泉の比良坂











生と死の境界を抱く国、出雲神々が集う国として知られる出雲は、同時に「黄泉の国」の入り口をその内に秘めた、極めて特異な聖地である。『古事記』において、現世と死者の国との境界とされる「黄泉の比良坂（よみのひらさか）」は、「出雲国の伊賦夜坂（いふやざか）」であると明記されている。

この記述こそが、出雲という土地が持つ重層的な精神世界を象徴している。作中、イザナギは先立たれた妻イザナミを追って黄泉の国へと赴くが、変わり果てた彼女の姿に恐れをなして逃げ帰る。

その際、追手を遮り、現世とあの世を完全に隔てたのが、黄泉の比良坂に置かれた巨大な「千引の石（ちびきのいわ）」であった。

この神話において、出雲は単なる地方の一大勢力ではなく、生と死、光と闇が背中合わせに存在する境界の地として位置づけられたのである。

島根県松江市には、今もこの神話の舞台とされる「黄泉の比良坂」の伝承地が静かに佇んでいる。訪れる者は、うっそうとした緑と巨石の前に立ち、古代人がそこに見た生死の境界線に思いを馳せる。

出雲大社が大国主大神という「目に見えぬ世界（神事）」を司る神を祀ることも、この土地が黄泉の国、すなわち異界と深く繋がっていることの証左と言えるだろう。

出雲国とは、華やかな神話の舞台でありながら、同時に人が決して抗えぬ死の領域をも内包する場所であった。

現世の営みのすぐ傍らに黄泉への坂道が寄り添うその地理的・精神的構造に、古代日本人が抱いた生への執着と、死者への深い畏怖の念が今も息づいている。














神話と歴史が交差する場所―古代出雲歴史博物館












出雲大社の東隣に佇む島根県立古代出雲歴史博物館は、遥かなる時を超えて古代出雲の精神世界へと私たちを誘う場所である。

この博物館の最大の魅力は、神話だと思っていた世界が、確かな歴史として眼前に立ち現れる瞬間の高揚感にある。

館内へ一歩足を踏み入れると、まず目を奪われるのが出雲大社境内から出土した巨大な宇豆柱である。

かつて天空にそびえ立っていたという高層神殿の存在を、その圧倒的な太さが無言で証明している。

さらに、平安時代の本殿を１０分の１のスケールで再現した巨大模型は、かつての壮大な建築技術と人々の信仰の厚さをまざまざと見せつけてくれる。

圧巻なのは青銅器の展示室だ。荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡から出土した、大量の銅剣や銅鐸などの国宝がずらりと並ぶ光景は息をのむ美しさである。

鈍く金色に輝くそれらの群青は、古代出雲が独自の強大な文化圏を築いていた生々しい証拠にほかならない。

神話の国というロマンに満ちたヴェールの向こう側には、確かに息づいていた人々の営みと高度な文明があった。

出雲大社を参拝する前にここを訪れれば、境内に漂う空気の重みもまた違って感じられるだろう。ここは単なる資料の保存庫ではない。私たちの足元に眠る壮大な過去の記憶を呼び覚ます、時空の結節点なのである














海を渡る風の記憶―出雲大社が語る北東アジアとのネットワーク





















出雲の地を踏むとき、私の身体を突き抜けるのは、日本海の荒波が運んでくる湿った風だ。そこには、単なる一地方のローカルな空気ではなく、はるか海の彼方、朝鮮半島や北東アジアへと地続きで繋がっていた太古の記憶が色濃く漂っている。

畿内を中心とする大和の歴史観に慣らされた現代人にとって、出雲は「辺（ほとり）」、すなわち果ての地に見えるかもしれない。

しかし、世界の辺境や聖地を歩いてきた私にとって、この地は明らかな「中心」であり、かつての大陸交流の最前線たる巨大なゲートウェイに他ならない。

出雲大社が内包するその異質な存在意義は、記紀に描かれる出雲神話を丹念に紐解き、環日本海というマクロな視座に立つことで初めて浮かび上がってくる。

たとえば、スサノオノミコトの足跡が象徴的だ。彼は高天原を追放された後、出雲に降り立つ前に、まず朝鮮半島の「新羅（そしら）」に渡ったと『日本書紀』は伝える。

新羅の地で船を造り、東へと海を渡って出雲の斐伊川上流へと至ったという足跡は、神話という名の「渡来と技術移転の記憶」に他ならない。

出雲が誇る高度な鉄器文化やたたら製鉄の起源も、この海を越えた技術者たちの往来なしには語れないのだ。

さらに『出雲国風土記』にある「国引き神話」に目を向ければ、八束水臣津野命（やつかみずおみづぬのみこと）が新羅や高志（北陸）から土地を引っ張ってきたという。

これは、当時の出雲が北東アジアの諸地域と極めてダイナミックな外交・交易ネットワークを構築していた事実を、雄大なスケールで語り直したものと言える。

このように大陸の熱気を受け止める窓口であった出雲において、出雲大社とはどのような場所であったのだろうか。

神話が伝える「国譲り」の結末、オオクニヌシノミコトが天孫族に地上を譲る代わりに求めたのが、天に届くほどの巨大な宮殿―すなわち出雲大社の創祀であった。

これは、政治的な主権（目に見える世界）を大和に委ねる一方で、精神的な主権、すなわち宗教的・霊的な権威（目に見えない世界）を出雲が担保するという、壮大な役割分担の成立を意味している。

大和が大陸の律令制や仏教を政治的ツールとして中央集権化を進めたのに対し、出雲大社はそれ以前からこの列島に息づいていた、土着の、そして海を越えて混ざり合った精神文化の「揺籃（ようらん）」として機能し続けたのである。

出雲大社の存在意義とは、単に国譲りの悲劇を慰めるための鎮魂の社ではない。それは、大和一元的な歴史観に対する、もう一つの「オルタナティブな中心」としての提示である。

東アジアの激動の中で、朝鮮半島からの渡来民や北方文化の手触りを融解させながら、独自の豊穣な精神世界を築き上げたこと。

その記憶を、圧倒的な建築の巨木と、神在月（かみありづき）という世界中の八百万の神々を集めるという壮大なコスモロジーの中に封じ込めたこと。それこそが、この聖地が今なお放つ静かなる威厳の正体である。

現代の私たちが、この社の前に佇み、二拝四拍手一拝の拝礼を行うとき、耳を澄ますべきは社殿の奥から響く波の音だ。

それは、かつてユーラシア東端の民たちが、命を懸けて丸木舟を操り、この出雲の渚を目指した息遣いである。

出雲大社は、国家という枠組みが生まれる以前の、北東アジアが一つに結ばれていた海のネットワークを今に伝える、生きたモニュメントなのである
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清水正弘



二十歳の時にダライ・ラマ十四世と個人的に出会った事が、世界の山岳・辺境・秘境・極地へのエスノグラフィック・フィールドワークへのゲートウェイだった。その後国内外の「辺（ほとり）」の情景を求めて、国内外各地を探査する。

三十歳代にて鍼灸師と山岳ガイドの資格を取得した後は、日本初のフリーランス・トラベルセラピストとして活動を始める。そのフィールドは、国内の里地・里山から歴史的、文化的、自然的に普遍価値を有する世界各地のエリアである。

また、健康ツーリズム研究所の代表として、大学非常勤講師を務めながら、地方自治体における地域振興のアドバイザーとしても活躍している。

日本トラベルセラピー協会の共同創設者でもある。
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